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 自己点検・評価委員会は、評価小委員会および関係部署（学部・研究科・委員会・部局）

が行った 2021 年度の活動に関する点検・評価の結果および課題を「自己点検・評価に関す

る報告書」として内部質保証委員会に報告した。 

内部質保証委員会では、自己点検・評価委員会の報告や「2021 年度卒業生アンケート」

の結果、大学基準協会からの意見を受けて計画を策定し、改善に向けて大学全体で取り組ん

だ。また、アセスメント・ポリシーの指標やディプロマ・ポリシーの適切性、その結果に伴

うカリキュラムの見直しを行うなど、教育の質の向上・改善に努めた。 

なお、2022 年度は大学基準協会へ提出した「改善報告書」のフィードバックがあった。

改善が認められた項目もあるが、学生受け入れや定員管理、財政基盤の問題に加え、学部に

おいては単位の実質化、研究科においては学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針、学

習成果の把握の問題など、引き続き改善が必要な事項もある。特に、学生受け入れに関して

は喫緊の課題と認識している。今後も大学全体で改善に向けて取り組んでいきたい。 

以上 
  



2022 年度内部質保証委員会活動報告書 

 
内部質保証委員会 

 
 
内部質保証委員会（以下、「委員会」という）の 2022 年度の活動を、以下の通り報告す

る。 
 
１．委員会の開催及び協議事項等 
〇第 1 回委員会（6月 27日） 
〔協議事項〕 

1) 内部質保証委員会規程改正について 
2) 2021 年度卒業生アンケートに基づく改善点について 
3) アセスメント・ポリシーの改正について 
4) 2021 年度自己点検・評価報告書に基づく改善点について 
改善点の内容および改善計画策定を担当する部署の確認 

5) 改善報告書について 
〇第 2 回委員会（10 月 1日） 
〔協議事項〕 

1) ディプロマ・ポリシー（DP）の適切性について 
2) 「養成する人材及び教育目標、教育研究上の目的に基づく方針」について 
3) 「2022 年度自己点検・評価」について 

〔報告事項〕 
1) 「2022 年度改善課題」について 

〇第 3 回委員会（2月 27日） 
〔協議事項〕 

1) 2022 年度取り組みの総括および次年度の取り組みの方向性について 
2) 大学院の「養成する人材及び教育目標、教育研究上の目的に基づく方針（案）」 
について 

〔報告事項〕 
1) 「意見申立書」提出について 

 
  



２．検証内容及び改善状況 
1) 2021 年度自己点検・評価に基づく改善 

2022年度は、すべての基準で改善計画を策定し、継続課題である「基準 4」、「基準 5」、
「基準 10」については、以下の通り改善に取り組むこととした。 
基準 4：適切な成績評価の実施 

－学務委員会を通じて各学科に呼びかけ、自助努力による改善を図る。 
基準 5：広報活動の強化に加え、研究科は外国人受け入れや他大学との連携など、新た

な取り組みを検討。 
基準 10：緊急経営改善対策本部において、次期計画の策定を検討。 

 
2) 2021 年度卒業生アンケートに基づく改善 

IR 委員会の「2021年度卒業生アンケート結果」報告から、コロナ禍におけるクラブ・
サークル活動などの停滞により、学生が抱く課外活動への期待感が薄まっていることが
明らかとなった。そのため、学生の主体性を高めるクラブ・サークル活動やあやめ祭（大
学祭）だけでなく、活性化に向けた学生活動の検討を行った。その結果、「あやめ祭」で
は教職員も模擬店を出店したり、学生発案の「ハロウィンフェスタ」を教・職・学が協
働して初めて実施したりと新たな活動の広がりを見せた。このような取り組みは一時的
なものにせず継続して実施していき、効果検証を行いたい。 

 
３．今後の課題 

1)教育課程の検証 
2022 年度は内部質保証委員会が IR 委員会と連携し、データに基づいた DP の適切性

の検証を行った。GPA、教員評価、学生の自己評価で見る限り、評価の低い DP の項目
は見当たらず、DP の達成状況に問題があるとの判断には至らなかった。しかしながら、
DP 毎のGPTの結果に偏りが見られたため、教育課程においてバランスよく DP が達成
できるよう、今一度科目配置を検討する必要があった。9 月に開催された大学将来計画委
員会にて学長が示した「学生にとって魅力ある大学」にするためのカリキュラムに関する
方向性と合わせて、2024 年度に向け、教育課程の改善に努めていく。 

 
2) 学生の受け入れについて 
学生の受け入れについては、第三者機関による月１回の会議を実施し、現状把握、目標

設定を行いながら改革を行ってきたが、当該年度での改善に至らなかった。次年度は、引
き続き第三者の意見を取り入れながらデータに基づいた対応を行うだけでなく、即時性
のある対応やオンライン広告に重点を置くなど、課題解決に向けてさらなる対策を講じ
る。 

以上 
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